
平成３０年度　茅ヶ崎市公共下水道事業会計の決算状況について

　（単位：百万円）

【収益的収入支出（税抜）】          【資本的収入支出（税込）】

（単位：千円） （単位：千円）

借入額・償還額 残高

  平成３０年度茅ヶ崎市公共下水道事業会計の決算の概要についてお知らせいたします。 

 

 日々の経営活動に係る収益的収入及び支出（家計に例えると、給料と生活費）は総収益5,517,822,820円（消費

税及び地方消費税抜）に対し、総費用4,954,087,340円（消費税及び地方消費税抜）となった結果、

563,735,480円の純利益をあげることとなりました。 

 一方、下水道施設の整備等に係る資本的収入及び支出（家計に例えると、住宅ローンと住宅等の購入）は企業債、国

庫補助金等1,836,356,954円（次年度繰越財源を除く）を財源として、建設改良費、企業債償還金

3,731,597,580円を支出し、不足額1,895,240,626円は内部留保資金等で補てんしました。 

決算の概要 

 

 公共施設の建設事業は、単年度に

多額の費用を要するため、企業債

（地方債）を発行することにより資

金を調達し、事業の執行を確保して

います。 

 また、企業債の発行は、将来、そ

の施設を利用することにより便益を

受ける後世代の住民との間で、世代

間の負担を公平にする目的も含まれ

ています。 

 平成30年度には約1,275百万円

（次年度繰越財源を含む）の企業債

を発行する一方で、約2,327百万円

を償還した結果、企業債残高は

1,052百万円減少し、約31,106百

万円となりました。 

企業債の状況 

収益的収入 

5,517,823 
収益的支出 

4,954,087 

当期純利益 

563,735 

下水道使用料 

2,640,065 

一般会計繰入金 

1,649,907 

長期前受金戻入 

1,098,544 
その他 

129,307 

維持管理費 

1,648,665 

減価償却費等 

2,641,253 

企業債利息等 

659,172 

その他 

4,997 当期純利益 

563,735 

資本的収入 

1,836,357 

補てん財源 

1,895,241 

資本的支出 

3,731,598 

企業債 

1,225,375 

一般会計繰入金 

403,801 

国庫補助金 

180,703 

その他 

26,478 

補てん財源 

1,895,241 建設改良費 

1,404,362 

企業債償還金 

2,327,236 
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